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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の基本周波数ブロックで構成されるシステム帯域で無線通信を行う無線基地局装置
であって、
　上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記複数の基本周波数ブロックのうち
、移動端末装置に割り当てられた特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブ
ロック毎の下り共有データチャネル信号を移動端末装置で誤りなく受信した状態を示すＡ
ＣＫ、誤りを検出した状態を示すＮＡＣＫに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリ
カとの相関値を検出する検出部と、前記検出された相関値と、ＤＴＸ判定用閾値と、に基
づいて前記特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブロック毎の下り共有デ
ータチャネル信号に対するフィードバック制御情報を判定する判定部と、を具備し、
　前記検出部は、上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記特定の基本周波数
ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検出する第１の相
関値検出部と、上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記複数の基本周波数ブ
ロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検出する第２の相関
値検出部とを有し、
　前記検出部は、前記第１、第２の相関値検出部による相関値の検出を並行して行い、前
記判定部は、前記第１、第２の相関値検出部により検出された相関値のうち、最も高い相
関値と前記ＤＴＸ判定用閾値とに基づいて前記特定の基本周波数ブロック又は前記複数の
基本周波数ブロック毎の下り共有データチャネル信号に対するフィードバック制御情報を
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判定することを特徴とする無線基地局装置。
【請求項２】
　前記判定部は、前記最も高い相関値と前記ＤＴＸ判定用閾値との比較結果によりフィー
ドバック制御情報がＤＴＸであるか否かを判定し、フィードバック制御情報がＤＴＸでな
い場合に前記最も高い相関値の検出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカをＡＣＫ
／ＮＡＣＫ情報として検出することを特徴とする請求項１記載の無線基地局装置。
【請求項３】
　複数の基本周波数ブロックで構成されるシステム帯域で無線通信を行う無線基地局装置
であって、
　上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記複数の基本周波数ブロックのうち
、移動端末装置に割り当てられた特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブ
ロック毎の下り共有データチャネル信号を移動端末装置で誤りなく受信した状態を示すＡ
ＣＫ、誤りを検出した状態を示すＮＡＣＫに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリ
カとの相関値を検出する検出部と、前記検出された相関値と、ＤＴＸ判定用閾値と、に基
づいて前記特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブロック毎の下り共有デ
ータチャネル信号に対するフィードバック制御情報を判定する判定部と、を具備し、
　前記検出部は、上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記特定の基本周波数
ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検出する第１の相
関値検出部と、上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記複数の基本周波数ブ
ロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検出する第２の相関
値検出部とを有し、
　前記検出部は、前記第１、第２の相関値検出部の一方による相関値の検出を先行して行
い、当該検出した相関値と前記ＤＴＸ判定用閾値とに基づく前記判定部のフィードバック
制御情報の判定結果に応じて前記第１、第２の相関値検出部の他方による相関値の検出を
行うことを特徴とする無線基地局装置。
【請求項４】
　前記判定部は、前記第１、第２の相関値検出部の一方により検出された相関値と前記Ｄ
ＴＸ判定用閾値との比較結果によりフィードバック制御情報がＤＴＸであるか否かを判定
し、フィードバック制御情報がＤＴＸでない場合であって、最も高い相関値と２番目に高
い相関値との差が一定値以上の場合に最も高い相関値の検出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ候補レプリカをＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報として検出することを特徴とする請求項３記載の
無線基地局装置。
【請求項５】
　前記判定部は、フィードバック制御情報がＤＴＸであった場合に、前記第１、第２の相
関値検出部の他方により検出された相関値と前記ＤＴＸ判定用閾値との比較結果によりフ
ィードバック制御情報がＤＴＸであるか否かを判定し、フィードバック制御情報がＤＴＸ
でない場合に前記第１、第２の相関値検出部の一方により検出された最も高い相関値の検
出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ又は前記第１、第２の相関値検出部の他方
により検出された最も高い相関値の検出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカをＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ情報として検出することを特徴とする請求項４記載の無線基地局装置。
【請求項６】
　複数の基本周波数ブロックで構成されるシステム帯域で無線通信を行う無線基地局装置
における制御情報検出方法であって、
　上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記複数の基本周波数ブロックのうち
、移動端末装置に割り当てられた特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブ
ロック毎の下り共有データチャネル信号を移動端末装置で誤りなく受信した状態を示すＡ
ＣＫ、誤りを検出した状態を示すＮＡＣＫに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリ
カとの相関値を検出するステップと、前記検出された相関値と、ＤＴＸ判定用閾値と、に
基づいて前記特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブロック毎の下り共有
データチャネル信号に対するフィードバック制御情報を判定するステップと、を具備し、
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　前記特定の基本周波数ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを用い
た相関値の検出と、前記複数の基本周波数ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候
補レプリカを用いた相関値の検出とを並行して行い、前記検出された相関値のうち、最も
高い相関値と前記ＤＴＸ判定用閾値とに基づいて前記特定の基本周波数ブロック又は前記
複数の基本周波数ブロック毎の下り共有データチャネル信号に対するフィードバック制御
情報を判定することを特徴とする制御情報検出方法。
【請求項７】
　複数の基本周波数ブロックで構成されるシステム帯域で無線通信を行う無線基地局装置
における制御情報検出方法であって、
　上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、前記複数の基本周波数ブロックのうち
、移動端末装置に割り当てられた特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブ
ロック毎の下り共有データチャネル信号を移動端末装置で誤りなく受信した状態を示すＡ
ＣＫ、誤りを検出した状態を示すＮＡＣＫに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリ
カとの相関値を検出するステップと、前記検出された相関値と、ＤＴＸ判定用閾値と、に
基づいて前記特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブロック毎の下り共有
データチャネル信号に対するフィードバック制御情報を判定するステップと、を具備し、
　前記特定の基本周波数ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを用い
た相関値と、前記複数の基本周波数ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプ
リカを用いた相関値の一方の検出を先行して行い、当該検出した相関値と前記ＤＴＸ判定
用閾値とに基づくフィードバック制御情報の判定結果に応じて前記特定の基本周波数ブロ
ックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを用いた相関値と、前記複数の基本
周波数ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを用いた相関値の他方の
検出を行い、当該検出した相関値と前記ＤＴＸ判定用閾値とに基づいてフィードバック制
御情報を判定することを特徴とする制御情報検出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、次世代移動通信システムにおける無線基地局装置及び制御情報検出方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）ネットワークにおいては、周波数利用効率及びピークデータレートの
向上などを目的として、ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃ
ｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）やＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋ
ｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）を採用することにより、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄ
ｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）をベースとしたシステムの特
徴を最大限に引き出すことが行われている。このＵＭＴＳネットワークについては、更な
る周波数利用効率及びピークデータレートの向上、遅延の低減などを目的としてロングタ
ームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）が検討され
ている（例えば、非特許文献１参照）。ＬＴＥではＷ－ＣＤＭＡとは異なり、マルチアク
セス方式として、下り回線（下りリンク）にＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）をベースとした方
式を用い、上り回線（上りリンク）にＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）をベースと
した方式を用いている。
【０００３】
　上りリンクで送信される信号は、図１に示すように、適切な無線リソースにマッピング
されて移動端末装置から無線基地局装置に送信される。この場合において、ユーザデータ
（ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）＃１，ＵＥ＃２）は、上りリンク共有チャネル
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（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に割
り当てられる。また、制御情報は、ユーザデータと同時に送信する場合はＰＵＳＣＨと時
間多重され、制御情報のみを送信する場合は、上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に割り当てられる。
この上りリンクで送信される制御情報には、下りリンクの品質情報（ＣＱＩ：Ｃｈａｎｎ
ｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）や下りリンク共有データチャネル（ＰＤＳ
ＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ））の信号
に対する再送応答信号（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）などが含まれる。
【０００４】
　ＰＵＣＣＨにおいては、典型的にはＣＱＩとＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する場合で異なる
サブフレーム構成が採られている（図２（Ａ）、（Ｂ）参照）。ＰＵＣＣＨのサブフレー
ム構成は、１スロット（１／２サブフレーム）に７つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含む。
また、１ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、１２個の情報シンボル（サブキャリア）を含む。具
体的に、ＣＱＩのサブフレーム構成（ＣＱＩフォーマット（ＰＵＣＣＨフォーマット２、
２ａ、２ｂ））では、図２（Ａ）に示すように、スロット内の第２シンボル（＃２）、第
６シンボル（＃６）に参照信号（ＲＳ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）が多重され
、他のシンボル（第１シンボル（＃１）、第３シンボル（＃３）～第５シンボル（＃５）
、第７シンボル（＃７））に制御情報（ＣＱＩ）が多重される。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
のサブフレーム構成（ＡＣＫ／ＮＡＣＫフォーマット（ＰＵＣＣＨフォーマット１、１ａ
、１ｂ））では、図２（Ｂ）に示すように、スロット内の第３シンボル（＃３）～第５シ
ンボル（＃５）に参照信号が多重され、他のシンボル（第１シンボル（＃１）、第２シン
ボル（＃２）、第６シンボル（＃６）、第７シンボル（＃７））に制御情報（ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ）が多重される。１サブフレームにおいては、前記スロットが２回繰り返されてい
る。また、図１に示すように、ＰＵＣＣＨはシステム帯域の両端の無線リソースに多重さ
れ、１サブフレーム内の異なる周波数帯域を有する２スロット間で周波数ホッピング（Ｉ
ｎｔｅｒ－ｓｌｏｔ　ＦＨ）が適用される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ，　ＴＲ２５．９１２　（Ｖ７．１．０），　“Ｆｅａｓｉｂ
ｉｌｉｔｙ　ｓｔｕｄｙ　ｆｏｒ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ”，
　Ｓｅｐｔ．　２００６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　第３世代のシステム（Ｗ－ＣＭＤＡ）は、概して５ＭＨｚの固定帯域を用いて、下り回
線で最大２Ｍｂｐｓ程度の伝送レートを実現できる。一方、ＬＴＥのシステムでは、１．
４ＭＨｚ～２０ＭＨｚの可変帯域を用いて、下り回線で最大３００Ｍｂｐｓ及び上り回線
で７５Ｍｂｐｓ程度の伝送レートを実現できる。また、ＵＭＴＳネットワークにおいては
、更なる周波数利用効率及びピークデータレートの向上などを目的として、ＬＴＥの後継
のシステムも検討されている（例えば、「ＬＴＥアドバンスト」又は「ＬＴＥエンハンス
メント」と呼ぶこともある（以下、「ＬＴＥ－Ａ」という））。
【０００７】
　ＬＴＥ－Ａシステムでは、更なる周波数利用効率及びピークスループットなどの向上を
目標とし、ＬＴＥシステムよりも広帯域な周波数の割当てが検討されている。また、ＬＴ
Ｅ－Ａ（例えば、Ｒｅｌ．１０）システムでは、ＬＴＥシステムとの後方互換性（Ｂａｃ
ｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）を持つことが一つの要求条件となっており、
ＬＴＥシステムが使用可能な帯域幅を有する基本周波数ブロック（コンポーネントキャリ
ア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ））を複数有するシステム帯域の構成を
採用している。このため、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、複数の下りＣＣで送信された
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下り共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ、以下、適宜「データチャネル」という）に対する
フィードバック制御情報を移動端末装置から送信し、無線基地局装置で検出する必要があ
る。このような複数の下りＣＣで送信されたデータチャネルに対するフィードバック制御
情報の検出においては、無線基地局装置における負荷の軽減の観点から効率的に検出する
ことが要請される。
【０００８】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、複数の基本周波数ブロックで構成され
るシステム帯域で無線通信を行う場合においても、複数の基本周波数ブロックで送信され
た下り共有データチャネル信号に対するフィードバック制御情報を効率的に検出できる無
線基地局装置及び制御情報検出方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の無線基地局装置は、複数の基本周波数ブロックで構成されるシステム帯域で無
線通信を行う無線基地局装置であって、上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、
前記複数の基本周波数ブロックのうち、移動端末装置に割り当てられた特定の基本周波数
ブロック又は前記複数の基本周波数ブロック毎の下り共有データチャネル信号を移動端末
装置で誤りなく受信した状態を示すＡＣＫ、誤りを検出した状態を示すＮＡＣＫに対応づ
けられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検出する検出部と、前記検出された
相関値と、ＤＴＸ判定用閾値と、に基づいて前記特定の基本周波数ブロック又は前記複数
の基本周波数ブロック毎の下り共有データチャネル信号に対するフィードバック制御情報
を判定する判定部と、を具備し、前記検出部は、上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ
信号と、前記特定の基本周波数ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ
との相関値を検出する第１の相関値検出部と、上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信
号と、前記複数の基本周波数ブロックに対応づけられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカと
の相関値を検出する第２の相関値検出部とを有し、前記検出部は、前記第１、第２の相関
値検出部による相関値の検出を並行して行い、前記判定部は、前記第１、第２の相関値検
出部により検出された相関値のうち、最も高い相関値と前記ＤＴＸ判定用閾値とに基づい
て前記特定の基本周波数ブロック又は前記複数の基本周波数ブロック毎の下り共有データ
チャネル信号に対するフィードバック制御情報を判定することを特徴とする。
【００１０】
　この構成によれば、上りリンクで受信した受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号から、特定の基本
周波数ブロック又は複数の基本周波数ブロック毎の下り共有データチャネル信号に対応づ
けられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてフィードバック制
御情報（ＤＴＸ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報）を検出できるので、複数の基本周波数ブロッ
クで構成されるシステム帯域で無線通信を行う場合においても、複数の基本周波数ブロッ
クで送信された下り共有データチャネル信号に対するフィードバック制御情報を効率的に
検出することが可能となる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、複数の基本周波数ブロックで構成されるシステム帯域で無線通信を行
う場合においても、複数の基本周波数ブロックで送信された下り共有データチャネル信号
に対するフィードバック制御情報を効率的に検出することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】上りリンクの信号をマッピングするチャネル構成を説明するための図である。
【図２】物理上り制御チャネルフォーマットを示す図である。
【図３】ＬＴＥ（Ｒｅｌ．８）システムにおける再送応答信号のための無線リソースを説
明するための模式図である。
【図４】ＬＴＥ－Ａシステムにおける再送応答信号のための無線リソースを説明するため
の模式図である。
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【図５】第２の態様に係る制御情報検出方法の一例を説明するためのフロー図である。
【図６】本発明の一実施の形態に係る移動端末装置及び無線基地局装置を有する移動通信
システムの構成を説明するための図である。
【図７】上記実施の形態に係る移動端末装置の概略構成を示す図である。
【図８】上記実施の形態に係る無線基地局装置の概略構成を示す図である。
【図９】上記実施の形態に係る無線基地局装置の概略構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　上述したように、下りＣＣの下り共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）の信号に対しては
、そのフィードバック制御情報である再送応答信号（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）が上りリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で送信される。再送応答信号は、ＰＤＳＣＨが適切に受信され
たことを示す肯定応答（ＡＣＫ：Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）又はＰＤＳＣＨが適
切に受信されなかったことを示す否定応答（ＮＡＣＫ：Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗ
ｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）で表現される。
【００１４】
　無線基地局装置は、肯定応答（ＡＣＫ）によりＰＤＳＣＨの送信成功を、否定応答（Ｎ
ＡＣＫ）によりＰＤＳＣＨに誤りが検出されたことを検知できる。また、無線基地局装置
は、上りリンクにおいて再送応答信号に割り当てた無線リソースでの受信電力が所定値以
下である場合にＤＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）であ
ると判定できる。ＤＴＸは、「ＡＣＫもＮＡＣＫも移動端末装置から通知されなかった」
という判定結果であり、これは移動端末装置が下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を
受信できなかったこと、あるいは移動端末装置はＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信したが、劣
悪な伝搬状況等により無線基地局装置がこれを検出できなかったことを意味する。前者の
場合、移動端末装置は、自局宛にＰＤＳＣＨが送信されたことを検知しないため、結果と
してＡＣＫもＮＡＣＫも送信しないことになる。一方、無線基地局装置は、ＡＣＫを受信
すると次の新規データを送信するが、ＮＡＣＫや、応答がないＤＴＸ状態の場合は、送信
したデータの再送を行うように再送制御を行なう。
【００１５】
　ＬＴＥ（Ｒｅｌ．８）システムにおいて、移動端末装置は、ＰＵＣＣＨのための無線リ
ソースを、上位レイヤからのＲＲＣシグナリングによって設定されたパタメータと、下り
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）の制御チャネル要素（ＣＣＥ：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）番号（以下、適宜「ＣＣＥインデックス」という）から求
めることができる（図３参照）。例えば、ＰＵＣＣＨのための無線リソースには、ＯＣＣ
（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｃｏｖｅｒ　Ｃｏｄｅ）、ＣＳ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓｈｉｆｔ）
やＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）インデックスが含まれる。このように求めたＰ
ＵＣＣＨの無線リソースに対して、上述したフォーマットに従って制御情報（ＣＱＩ、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）が多重され、無線基地局装置に送信される。
【００１６】
　ＬＴＥ（Ｒｅｌ．８）システムにおいては、無線基地局装置におけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ
・ＤＴＸの検出法として、ＡＣＫ／ＮＡＣＫとＤＴＸとをそれぞれ独立して検出する分離
検出法（以下、「Ｓｅｐａｒａｔｅ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ」という）と、ＡＣＫ／ＮＡＣ
ＫとＤＴＸとを一括的に検出する一括検出法（以下、「Ｊｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ
」という）とが知られている。
【００１７】
　Ｓｅｐａｒａｔｅ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいては、まず、参照信号（ＲＳ）を用いて
受信信号電力を測定し、この受信電力と予め定めたＤＴＸ判定用閾値とを比較してＤＴＸ
を判定する。ＤＴＸでない場合には、参照信号（ＲＳ）によりチャネル推定を行い、周波
数領域等化後に最大尤度検出（ＭＬＤ：Ｍａｘｉｍｕｍ　Ｌｉｋｅｌｉｈｏｏｄ　Ｄｅｔ
ｅｃｔｉｏｎ）により送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する。
【００１８】
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　一方、Ｊｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいては、まず、受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ
信号と、予め用意しておいたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関を求める。そして、
最も高い相関値とＤＴＸ判定用閾値とを比較してＤＴＸを判定する。ＤＴＸでない場合に
は、最も高い相関値の算出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを送信ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫとして検出する。Ｊｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいては、Ｓｅｐａｒａｔｅ
　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎと比べ、参照信号（ＲＳ）に加え、受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
も用いているため、ＤＴＸおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫの検出精度を高めることができる。以
下、Ｊｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおける演算処理の一例を示す。
【００１９】
　Ｊｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいて、ｌ番目のＯＦＤＭシンボルのｋ番目のサブ
キャリアにおける受信信号は、（式１）により求められる。
（式１）

　ここで、「√２Ｓ」は送信電力を示し、「ｈ」はチャネル成分を示し、「η」は雑音成
分を示す。また、「ｄ（ｓｌｏｔ）（ｌ）」は送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボルを示し、「
ｃ（ｓｌｏｔ）（ｌ，ｋ）」は拡散符号を示す。
【００２０】
　（式１）により求めた受信信号に対して（式２）による演算処理を施すことにより受信
ＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボル（ｒ(－)（ｓｌｏｔ））が求められる。なお、ｒバーは、便宜
上「ｒ(－)」と示している。
（式２）

　ここで、「ＮＳＣ
ＲＢ」は１リソースブロック（ＲＢ）当たりのサブキャリア数を示し

ている。また、（式２）において、右辺の括弧［］内の演算処理はブロック逆拡散処理を
示し、右辺全体の演算処理は巡回シフト分離処理を示している。
【００２１】
　（式２）により求めた受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号に対して（式３）による演算処理を施
すことにより受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号との相関値が最大となるＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レ
プリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）が求められる。
（式３）

　ここで、「ｄ(∧)（１）」及び「ｄ(∧)（２）」は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを
示している。なお、ｄハットは、便宜上「ｄ(∧)」と示している。
【００２２】
　なお、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカｄ(∧)（ｓｌｏｔ）は、（式４）により求められ
る。
（式４）
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　ここで、「ｄ(～)（ｓｌｏｔ）」は、各種の送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫに対応するＡＣＫ／
ＮＡＣＫ候補ビットから求められるシンボルレプリカ（より具体的には、予め定められた
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補ビットに符号化・変調（ＢＰＳＫ又はＱＰＳＫ）を施して求められ
るシンボルレプリカ）である。なお、ｄティルダは、便宜上「ｄ(～)」と示している。
【００２３】
　Ｊｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいては、（式３）で求めたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補
レプリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）を（式５）に基づいて判定することにより送信ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ（ｄ(－)（ｓｌｏｔ））を含むフィードバック制御情報（再送応答信号）を得
る。なお、ｄバーは、便宜上「ｄ(－)」と示している。
（式５）

　ここで、「ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ」は予め定められたＤＴＸ判定用閾値を示す。すなわち
、（式３）で求めたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）が、ＤＴＸ
判定用閾値ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ以上であれば、受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号との相関値が最
大となるＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカｄ(∧)ＭＡＸ

（ｓｌｏｔ）が送信ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ（ｄ(－)（ｓｌｏｔ））として検出される。一方、（式３）で求めたＡＣＫ／ＮＡＣＫ
候補レプリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）が、ＤＴＸ判定用閾値ｔｈｒｅｓｈｏｌｄより小
さければ、ＤＴＸと判定される。
【００２４】
　ところで、ＬＴＥ－Ａシステムでは、更なる周波数利用効率、ピークスループットなど
の向上を目標とし、ＬＴＥよりも広帯域な周波数の割当てが検討されており、ＬＴＥシス
テムが使用可能な帯域幅を有する基本周波数ブロック（ＣＣ）を複数有するシステム帯域
の構成を採用している。このため、複数の下りＣＣから送信されたＰＤＳＣＨに対するフ
ィードバック制御情報である再送応答信号も複数の下りＣＣから送信することが考えられ
る。
【００２５】
　しかしながら、ＬＴＥ－Ａシステムの上りリンクにおいては、無線アクセス方式として
、ＳＣ－ＦＤＭＡの適用が検討されている。このため、複数の下りＣＣで送信されたデー
タチャネル（ＰＤＳＣＨ）に対する再送応答信号においても、上りシングルキャリア送信
の特性を維持するために単一のＣＣのみから送信することが要請される。このような要請
に対応するため、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、移動端末装置において、無線基地局装
置から受信した複数のＣＣ毎のＰＤＳＣＨに基づいて、各ＣＣの再送応答信号を生成し、
ユーザ特有（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）のＣＣの上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
にマッピングして送信することが検討されている。
【００２６】
　このため、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、複数の下りＣＣで送信されたＰＤＳＣＨに
対するフィードバック制御情報を送信する際のＰＵＣＣＨフォーマットが検討されている
（ＰＵＣＣＨフォーマット３）。ここで、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＰＤＳＣＨと同
様に、ＤＦＴ（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）ベースのプリ
コーディングにより生成され、ＯＣＣ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｃｏｖｅｒ　Ｃｏｄｅ）
により異なる移動端末装置（ＵＥ）を多重することを特徴とする。このＰＵＣＣＨフォー
マット３における再送応答信号の無線リソースは、下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）に設けられたＡＲＩ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）の
ためのフィールド（以下、「ＡＲＩフィールド」という）を利用して移動端末装置で求め
ることが可能となっている。ここで、ＡＲＩとは、再送応答信号のための無線リソースを
指定するための識別情報である。
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【００２７】
　以下、ＬＴＥ－Ａシステムにおける再送応答信号の無線リソースの割り当て法について
説明する。図４は、ＬＴＥ－Ａシステムにおける再送応答信号のための無線リソースを説
明するための模式図である。なお、図４においては、４つのＣＣ（ＣＣ＃１～ＣＣ＃４）
から送信帯域が構成される場合について示している。また、図４においては、ＣＣ＃１が
送信対象となる移動端末装置の第１の基本周波数ブロック（ＰＣＣ：Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃ
ｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を構成し、ＣＣ＃２～ＣＣ＃４が第２の基本周波数
ブロック（ＳＣＣ：Ｓｅｃｏｎｄｌｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を構成す
る場合について示している。
【００２８】
　ＬＴＥ－Ａシステムにおいて、再送応答信号の無線リソースを割り当てる場合、まず、
各移動端末装置に対して上位レイヤからのＲＲＣシグナリングにより複数（例えば、４つ
）の無線リソースが割り当てられる。また、ＳＣＣのＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨにお
いては、ＴＰＣコマンドフィールド（２ビット）がＡＲＩフィールドに置換されている。
ＡＲＩフィールドにおいては、ＲＲＣシグナリングにより割り当てられた複数の無線リソ
ースのうち、移動端末装置が利用すべき１つの無線リソースが指定される。移動端末装置
においては、ＲＲＣシグナリングにより割り当てられた複数の無線リソースの中から、Ａ
ＲＩフィールドで指定された無線リソースを特定することで再送応答信号のための無線リ
ソースを求めることができる。そして、このように求めた無線リソースに対して、受信し
た複数ＣＣ毎のＰＤＳＣＨに基づく再送応答信号をマッピングして送信することが検討さ
れている。
【００２９】
　このようなＰＵＣＣＨフォーマット３に基づくフィードバック制御情報の検出を行う場
合、無線基地局装置においては、ＡＲＩで指定された無線リソースだけでなく、ＰＤＣＣ
ＨのＣＣＥインデックスから求められる無線リソース（すなわち、ＬＴＥ（Ｒｅｌ．８）
システムにおけるＰＵＣＣＨのための無線リソース）の復号を行う必要がある。移動端末
装置に対するデータチャネル（ＰＤＳＣＨ）がＰＣＣのみに割り当てられた場合には、Ｐ
ＤＣＣＨのＣＣＥインデックスから求められる無線リソースに対してフィードバック制御
情報が多重されるためである。本発明者は、このように複数のＣＣで構成されるシステム
帯域を用いて無線通信を行う移動通信システムにおいては、複数の無線リソースに多重さ
れたフィードバック制御情報を効率的に検出する必要がある点に着目し、本発明をするに
至ったものである。
【００３０】
　すなわち、本発明に係る制御情報検出方法においては、上りリンクで受信したＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号と、複数ＣＣのうち、移動端末装置に割り当てられた特定のＣＣ又は複数の
ＣＣ毎のＰＤＳＣＨの正常受信状態を示すＡＣＫ、異常受信状態を示すＮＡＣＫに対応づ
けられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検出し、検出した相関値とＤＴＸ判
定用閾値とを比較して特定のＣＣ又は複数のＣＣ毎のＰＤＳＣＨに対するフィードバック
制御情報を判定する。
【００３１】
　本発明の第１の態様に係る制御情報検出方法においては、予めフォーマット１用（ＬＴ
Ｅ（Ｒｅｌ．８）用）のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカと、フォーマット３用のＡＣＫ／
ＮＡＣＫ候補レプリカとを用意しておく。そして、移動端末装置から受信したＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号と全てのＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ（フォーマット１及びフォーマット３
用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ）との相関値を求める。そして、最も高い相関値とＤ
ＴＸ判定用閾値とを比較してＤＴＸを判定する。ここで、ＤＴＸ判定用閾値には、フォー
マット毎の閾値を設定してもよいし、共通の閾値を設定してもよい。そして、ＤＴＸでな
い場合には、最も高い相関値の算出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを送信Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫとして検出する。
【００３２】
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　フォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを利用したＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃ
ｔｉｏｎ（以下、適宜「フォーマット１に関するＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ」とい
う）におけるフィードバック制御情報の検出方法は、上述した（式１）～（式５）を用い
た演算処理により行われる。このため、その説明は省略する。
【００３３】
　ここで、フォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを利用したＪｏｉｎｔ　Ｄ
ｅｔｅｃｔｉｏｎ（以下、適宜「フォーマット３に関するＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏ
ｎ」という）におけるフィードバック制御情報の検出方法について説明する。フォーマッ
ト３に関するＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいても、ｌ番目のＯＦＤＭシンボルの
ｋ番目のサブキャリアにおける受信信号は、上述した（式１）により求められる。
【００３４】
　フォーマット３に関するＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいては、（式１）により
求めた受信信号に対して（式６）による演算処理を施すことによりブロック逆拡散後の受
信ＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボル（ｒ(－)（ｓｌｏｔ）（ｋ））が求められる。
（式６）

　ここで、（式６）の右辺全体の演算処理は、ブロック逆拡散処理を示している。
【００３５】
　（式６）により求めた受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号に対して（式７）による演算処理を施
すことにより、受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号との相関値が最大となるＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補
レプリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）が求められる。
（式７）

　ここで、「ｄ(∧)（１）」及び「ｄ(∧)（２）」は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを
示している。
【００３６】
　なお、フォーマット３に関するＪｏｉｎｔ　ＤｅｔｅｃｔｉｏｎにおけるＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ候補レプリカｄ(∧)（ｓｌｏｔ）（ｋ）は、（式８）により求められる。
（式８）

　ここで、式（８）は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ生成の際に必要となるＤＦＴ演算
処理を示している。
【００３７】
　フォーマット３に関するＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎにおいては、（式７）で求め
たＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）を（式９）に基づいて判定す
ることにより送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ｄ(－)（ｓｌｏｔ）（ｋ））を含むフィードバック
制御情報を得る。
（式９）
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　ここで、「ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ」は予め定められたＤＴＸ判定用閾値を示す。すなわち
、（式７）で求めたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）が、ＤＴＸ
判定用閾値ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ以上であれば、受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号との相関値が最
大となるＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカｄ(∧)ＭＡＸ

（ｓｌｏｔ）（ｋ）が送信ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ（ｄ(－)（ｓｌｏｔ）（ｋ））として検出される。一方、（式７）で求めたＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ候補レプリカの送信電力（Ｐｏｗｅｒ）が、ＤＴＸ判定用閾値ｔｈｒｅｓｈ
ｏｌｄより小さければ、ＤＴＸと判定される。
【００３８】
　第１の態様に係る制御情報検出方法においては、上りリンクで受信した受信ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号に対して、フォーマット１に関するＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎと、フォ
ーマット３に関するＪｏｉｎｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎとを並行して行う。そして、双方の
最も高い相関値のうち、より相関が高い相関値とＤＴＸ判定用閾値とを比較し、ＤＴＸを
判定する。そして、ＤＴＸでない場合には、最も高い相関値の算出に利用されたＡＣＫ／
ＮＡＣＫ候補レプリカを送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして検出する。
【００３９】
　第１の態様に係る制御情報検出方法によれば、上りリンクで受信した受信ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号から、予め定めたフォーマット１及びフォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補
レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出できるの
で、複数のＣＣで構成されるシステム帯域で無線通信を行う場合においても、複数のＣＣ
で送信されたＰＤＳＣＨに対するフィードバック制御情報を効率的に検出することが可能
となる。
【００４０】
　本発明の第２の態様に係る制御情報検出方法においては、上りリンクで受信した受信信
号に対して、フォーマット１及びフォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及び
ＤＴＸ判定用閾値の一方（例えば、フォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及
びＤＴＸ判定用閾値）を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する。そして、必
要に応じてフォーマット１及びフォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤ
ＴＸ判定用閾値の他方（例えば、フォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及び
ＤＴＸ判定用閾値）を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する。
【００４１】
　ここで、第２の態様に係る制御情報検出方法において、移動端末装置から送信されたフ
ィードバック制御情報を検出する方法の一例について説明する。図５は、本発明の第２の
態様に係る制御情報検出方法の一例を説明するためのフロー図である。ここでは、フォー
マット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送
信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出し、必要に応じてフォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レ
プリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する場合に
ついて示している。なお、これらの順序は逆であっても構わない。
【００４２】
　第２の態様に係る制御情報検出方法においては、まず、上りリンクで受信した受信信号
と、フォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関を求め、最も高い相関値
Ａ１と、２番目に高い相関値Ａ２とを算出する（ステップＳＴ５０１）。そして、相関値
Ａ１とＤＴＸ判定用閾値とを比較し、ＤＴＸを判定する（ステップＳＴ５０２）。
【００４３】
　ここで、ＤＴＸではない場合には（ステップＳＴ５０２；Ｎｏ）、相関値Ａ１と相関値
Ａ２との電力値の差が所定値（ここでは、Ｘｄｂ）より大きいか判定する（ステップＳＴ
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５０３）。相関値Ａ１と相関値Ａ２との電力値の差が所定値より大きい場合には（ステッ
プＳＴ５０３；Ｙｅｓ）、相関値Ａ１の算出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ
を送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして検出する（ステップＳＴ５０４）。そして、移動端末装置
から送信されたフィードバック制御情報の検出を終了する。この場合には、フォーマット
１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いたＤＴＸ及び送信ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫの検出処理を行うことはない。
【００４４】
　一方、ＤＴＸである場合（ステップＳＴ５０２；Ｙｅｓ）、並びに、相関値Ａ１と相関
値Ａ２との電力値の差が所定値以下である場合には（ステップＳＴ５０３；Ｎｏ）、上り
リンクで受信した受信信号と、フォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相
関を求め、最も高い相関値Ｂ１を算出する（ステップＳＴ５０５）。そして、相関値Ｂ１
とＤＴＸ判定用閾値とを比較し、ＤＴＸを判定する（ステップＳＴ５０６）。
【００４５】
　ここで、ＤＴＸである場合には（ステップＳＴ５０６；Ｙｅｓ）、移動端末装置からの
フィードバック制御情報がＤＴＸであることを検出する（ステップＳＴ５０７）。そして
、移動端末装置から送信されたフィードバック制御情報の検出を終了する。
【００４６】
　これに対し、ＤＴＸではない場合には（ステップＳＴ５０６；Ｎｏ）、相関値Ａ１と相
関値Ｂ１との電力値の値が所定値（ここでは、Ｙｄｂ）より大きいか判定する（ステップ
ＳＴ５０８）。相関値Ａ１と相関値Ｂ１との電力値の差が所定値より大きい場合には（ス
テップＳＴ５０８；Ｙｅｓ）、相関値Ａ１の算出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプ
リカを送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして検出する（ステップＳＴ５０４）。一方、相関値Ａ１
と相関値Ｂ１との電力値の差が所定値以下である場合には（ステップＳＴ５０８；Ｎｏ）
、相関値Ｂ１の算出に利用されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
として検出する（ステップＳＴ５０９）。そして、移動端末装置から送信されたフィード
バック制御情報の検出を終了する。
【００４７】
　第２の態様に係る制御情報検出方法によれば、上りリンクで受信した受信ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号から、予め定めたフォーマット１及びフォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補
レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出できるの
で、複数のＣＣで構成されるシステム帯域で無線通信を行う場合においても、複数のＣＣ
で送信されたＰＤＳＣＨに対するフィードバック制御情報を効率的に検出することが可能
となる。特に、先行して行う一方のフォーマット用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及び
ＤＴＸ判定用閾値を用いた検出処理において、送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出した場合には
、他方のフォーマット用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いた
検出処理を省略できるので、無線基地局装置における演算処理量を低減することが可能と
なる。
【００４８】
　以下、本発明に係る制御情報検出方法が適用される移動端末装置及び無線基地局装置等
の構成について説明する。ここでは、ＬＴＥ－Ａ方式のシステム（ＬＴＥ－Ａシステム）
に対応する無線基地局装置及び移動端末装置を用いる場合について説明する。
【００４９】
　まず、図６を参照しながら、本発明に係る制御情報検出方法が適用される移動端末装置
及び無線基地局装置を有する移動通信システムについて説明する。図６は、本発明の一実
施の形態に係る移動端末装置１０及び無線基地局装置２０を有する移動通信システム１の
構成を説明するための図である。なお、図６に示す移動通信システム１は、例えば、ＬＴ
Ｅシステムが包含されるシステムである。また、この移動通信システム１０は、ＩＭＴ－
Ａｄｖａｎｃｅｄと呼ばれても良いし、４Ｇと呼ばれても良い。
【００５０】
　図６に示すように、移動通信システム１は、無線基地局装置２０と、この無線基地局装
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置２０と通信する複数の移動端末装置１０（１０１、１０２、１０３、・・・１０ｎ、ｎ
はｎ＞０の整数）とを含んで構成されている。無線基地局装置２０は、コアネットワーク
３０と接続される。移動端末装置１０は、セル４０において無線基地局装置２０と通信を
行っている。なお、コアネットワーク３０には、例えば、アクセスゲートウェイ装置、無
線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ
）等が含まれるが、これに限定されるものではない。
【００５１】
　移動通信システム１においては、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦ
ＤＭＡが適用され、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡが適用される。ここで、ＯＦＤ
ＭＡは、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各サブキャリア
にデータをマッピングして通信を行うマルチキャリア伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは
、端末毎に連続した帯域にデータをマッピングして通信を行うシングルキャリア伝送方式
であり、複数の端末が互いに異なる帯域を用いることで、マルチアクセスを実現する。
【００５２】
　ここで、ＬＴＥシステムにおける通信チャネルについて説明する。下りリンクについて
は、各移動端末装置１０のトラヒックデータを伝送するＰＤＳＣＨ、並びに、各移動端末
装置１０にＰＤＳＣＨにおけるリソースブロック（ＲＢ）の割り当て情報、データ変調方
式・チャネル符号化率、再送関連情報等のＬ１／Ｌ２制御情報を通知するＰＤＣＣＨ等が
用いられる。また、チャネル推定、受信品質測定等に用いられる参照信号がこれらのチャ
ネルと共に送信される。
【００５３】
　上りリンクについては、各移動端末装置１０のトラヒックデータを伝送するＰＵＳＣＨ
、並びに、下り周波数スケジューリングのためのチャネル品質情報（ＣＱＩ）報告、下り
送信データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ等のＬ１／Ｌ２制御情報を伝送するＰＵＣＣＨ等が
用いられる。また、チャネル推定に用いられる復調用参照信号やチャネル品質測定に用い
られるチャネル品質測定用参照信号がこれらのチャネルと共に送信される。
【００５４】
　図７は、本実施の形態に係る移動端末装置１０の概略構成を示す図である。図７に示す
移動端末装置１０は、送信部と、受信部とを備えている。送信部は、第１ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ信号処理部１００と、第２ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１３０と、参照信号処理部１０
１と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と参照信号とを時間多重する時間多重部１０２とを備えてい
る。なお、送信部の機能ブロックにはユーザデータ（ＰＵＳＣＨ）を送信する処理ブロッ
クが図示されていないが、ユーザデータ（ＰＵＳＣＨ）は時間多重部１０２にて多重され
る。
【００５５】
　第１ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１００は、ＬＴＥ（Ｒｅｌ．８）システムで規定され
るＰＵＣＣＨフォーマット１（１ａ、１ｂ）によって再送応答信号を送信する際に必要と
なる処理を行う部分である。第２ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１３０は、ＬＴＥ－Ａシス
テムで規定されるＰＵＣＣＨフォーマット３によって場合に再送応答信号を送信する際に
必要となる処理を行う部分である。
【００５６】
　第１ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１００は、ＣＡＺＡＣ番号に対応するＣＡＺＡＣ符号
系列を生成するＣＡＺＡＣ符号生成部１００１と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列を誤り訂
正符号化するチャネル符号化部１００２と、データ変調するデータ変調部１００３と、生
成したＣＡＺＡＣ符号系列をデータ変調後の信号によりブロック変調するブロック変調部
１００４と、ブロック変調後の信号に対して巡回シフトを行う巡回シフト部１００５と、
巡回シフト後の信号にブロック拡散符号でブロック拡散する（直交符号を乗算する）ブロ
ック拡散部１００６と、ブロック拡散後の信号をサブキャリアにマッピングするサブキャ
リアマッピング部１００７と、マッピング後の信号を逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）す
るＩＦＦＴ部１００８と、ＩＦＦＴ後の信号にＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）を付
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与するＣＰ付与部１００９とを有する。
【００５７】
　第２ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１３０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列を誤り訂正符
号化するチャネル符号化部１３０１と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列をデータ変調するデ
ータ変調部１３０２と、データ変調後の信号にＤＦＴ（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅ
ｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）するＤＦＴ部１３０３と、ＤＦＴ後の信号にブロック拡散符号
でブロック拡散するブロック拡散部１３０４と、ブロック拡散後の信号をサブキャリアに
マッピングするサブキャリアマッピング部１３０５と、マッピング後の信号をＩＦＦＴす
るＩＦＦＴ部１３０６と、ＩＦＦＴ後の信号にＣＰを付与するＣＰ付与部１３０７とを有
する。
【００５８】
　参照信号処理部１０１は、ＣＡＺＡＣ番号に対応するＣＡＺＡＣ符号系列を生成するＣ
ＡＺＡＣ符号生成部１０１１と、ＣＡＺＡＣ符号系列により構成される参照信号に対して
巡回シフトを行う巡回シフト部１０１２と、巡回シフト後の信号にブロック拡散符号でブ
ロック拡散するブロック拡散部１０１３と、ブロック拡散後の信号をサブキャリアにマッ
ピングするサブキャリアマッピング部１０１４と、マッピング後の信号をＩＦＦＴするＩ
ＦＦＴ部１０１５と、ＩＦＦＴ後の信号にＣＰを付与するＣＰ付与部１０１６とを有する
。
【００５９】
　なお、上りリンクの参照信号には、ＳＲＳ（Ｓｕｒｒｏｕｎｄｉｎｇ　ＲＳ）とＲＳと
が含まれる。ＳＲＳは、スケジューリング（及びタイミング制御）に必要な各移動端末装
置１０の上りリンクチャネルの状態を無線基地局装置２０にて推定するための参照信号で
あり、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨとは独立に第２スロットの最終ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに
多重される。一方、ＲＳは、各スロットの第２シンボルと第６シンボルに多重される。
【００６０】
　移動端末装置１０では、下り共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）で受信した信号に対し
てＡＣＫ／ＮＡＣＫを判定し、これに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列を生成する。
生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列は、予め定められた符号化テーブルに基づいて符
号化された後、第１ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１００又は第２ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処
理部１３０に出力される。
【００６１】
　第１ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１００のデータ変調部１００３は、チャネル符号化部
１００２でチャネル符号化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列を極座標成分の信号に変調
する。データ変調部１００３は、データ変調後の信号をブロック変調部１００４へ出力す
る。ＣＡＺＡＣ符号生成部１００１は、ユーザに割り当てられているＣＡＺＡＣ番号に対
応するＣＡＺＡＣ符号系列を準備する。ＣＡＺＡＣ符号生成部１００１は、生成したＣＡ
ＺＡＣ符号系列をブロック変調部１００４へ出力する。ブロック変調部１００４は、１Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルに対応する時間ブロック毎にＣＡＺＡＣ符号系列を、データ変調後
の制御信号でブロック変調する。ブロック変調部１００４は、ブロック変調後の信号を巡
回シフト部１００５に出力する。
【００６２】
　巡回シフト部１００５は、時間領域の信号を所定の巡回シフト量だけ巡回シフトする。
なお、巡回シフト量はユーザ毎に異なり、巡回シフト番号に対応づけられている。巡回シ
フト部１００５は、巡回シフト後の信号をブロック拡散部１００６に出力する。ブロック
拡散部１００６は、巡回シフト後の参照信号に直交符号（ＯＣＣ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ
　Ｃｏｖｅｒ　Ｃｏｄｅ）を乗算する（ブロック拡散する）。ブロック拡散部１００６は
、ブロック拡散後の信号をサブキャリアマッピング部１００７に出力する。
【００６３】
　サブキャリアマッピング部１００７は、ブロック拡散後の信号をリソースマッピング情
報に基づき、サブキャリアにマッピングする。サブキャリアマッピング部１００７は、マ
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ッピングされた信号をＩＦＦＴ部１００８に出力する。ＩＦＦＴ部１００８は、マッピン
グされた信号をＩＦＦＴして時間領域の信号に変換する。ＩＦＦＴ部１００８は、ＩＦＦ
Ｔ後の信号をＣＰ付与部１００９に出力する。ＣＰ付与部１００９は、マッピング後の信
号にＣＰを付与する。ＣＰ付与部１００９は、ＣＰを付与した信号を時間多重部１０２に
出力する。
【００６４】
　第２ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１３０のデータ変調部１３０２は、チャネル符号化部
１３０１でチャネル符号化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列を極座標成分の信号に変調
する。データ変調部１３０２は、データ変調後の信号をＤＦＴ部１３０３へ出力する。Ｄ
ＦＴ部１３０３は、データ変調後の信号にＤＦＴして周波数領域の信号に変換する。ＤＦ
Ｔ部１３０３は、ＤＦＴ後の信号をブロック拡散部１３０４に出力する。ブロック拡散部
１３０４は、ＤＦＴ後の信号に直交符号（ＯＣＣ）を乗算する。ブロック拡散部１３０４
は、ブロック拡散後の信号をサブキャリアマッピング部１３０５に出力する。
【００６５】
　サブキャリアマッピング部１３０５は、ブロック拡散後の信号をリソースマッピング情
報に基づき、サブキャリアにマッピングする。サブキャリアマッピング部１３０５は、マ
ッピングされた信号をＩＦＦＴ部１３０６に出力する。ＩＦＦＴ部１３０６は、マッピン
グされた信号をＩＦＦＴして時間領域の信号に変換する。ＩＦＦＴ部１３０６は、ＩＦＦ
Ｔ後の信号をＣＰ付与部１３０７に出力する。ＣＰ付与部１３０７は、マッピング後の信
号にＣＰを付与する。ＣＰ付与部１３０７は、ＣＰを付与した信号を時間多重部１０２に
出力する。
【００６６】
　参照信号処理部１０１のＣＡＺＡＣ符号生成部１０１１は、ユーザに割り当てられてい
るＣＡＺＡＣ番号に対応するＣＡＺＡＣ符号系列を準備し、参照信号として用いる。ＣＡ
ＺＡＣ符号生成部１０１１は、参照信号を巡回シフト部１０１２に出力する。巡回シフト
部１０１２は、時間領域の参照信号を所定の巡回シフト量だけシフトする。なお、巡回シ
フト量はユーザ毎に異なり、巡回シフト番号に対応づけられている。巡回シフト部１０１
２は、巡回シフト後の参照信号をブロック拡散部１０１３に出力する。
【００６７】
　ブロック拡散部１０１３は、巡回シフト後の参照信号に直交符号（ＯＣＣ）を乗算する
。ここで、参照信号に用いるＯＣＣ（ブロック拡散符号番号）については、上位レイヤか
らＲＲＣシグナリングなどで通知しても良く、データシンボルのＣＳ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓ
ｈｉｆｔ）に予め関連付けられたＯＣＣを用いても良い。ブロック拡散部１０１３は、ブ
ロック拡散後の信号をサブキャリアマッピング部１０１４に出力する。
【００６８】
　サブキャリアマッピング部１０１４は、周波数領域の信号をリソースマッピング情報に
基づき、サブキャリアにマッピングする。サブキャリアマッピング部１０１４は、マッピ
ングされた参照信号をＩＦＦＴ部１０１５に出力する。ＩＦＦＴ部１０１５は、マッピン
グされた信号をＩＦＦＴして時間領域の参照信号に変換する。ＩＦＦＴ部１０１５は、Ｉ
ＦＦＴ後の参照信号をＣＰ付与部１０１６に出力する。ＣＰ付与部１０１６は、直交符号
乗算後の参照信号にＣＰを付与する。ＣＰ付与部１０１６は、ＣＰを付与した参照信号を
時間多重部１０２に出力する。
【００６９】
　時間多重部１０２では、第１ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部１００又は第２ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号処理部１３０からの上り制御信号と、参照信号処理部１０１からの参照信号とを
時間多重して、上り制御チャネル信号を含む送信信号とする。このように生成された送信
信号は、上りリンクにて無線基地局装置２０に送信される。
【００７０】
　受信部は、ＯＦＤＭ信号を復調するＯＦＤＭ信号復調部１０３と、下り制御信号を復号
して再送応答信号のための無線リソースを判定する下り制御信号復号部１０４と、下りリ
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ンク信号によりＡＣＫ／ＮＡＣＫを判定するＡＣＫ／ＮＡＣＫ判定部１０５と、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号符号化部１０６とを有する。
【００７１】
　ＯＦＤＭ信号復調部１０３は、下りＯＦＤＭ信号を受信し、復調する。すなわち、下り
ＯＦＤＭ信号からＣＰを除去し、高速フーリエ変換し、ＢＣＨ信号或いは下り制御信号が
割り当てられたサブキャリアを取り出し、データ復調する。ＯＦＤＭ信号復調部１０３は
、データ復調後の信号を下り制御信号復号部１０４に出力する。また、ＯＦＤＭ信号復調
部１０３は、下りリンク信号をＡＣＫ／ＮＡＣＫ判定部１０５に出力する。
【００７２】
　下り制御信号復号部１０４は、データ復調後の信号を復号して、自装置に割り当てられ
た再送応答信号のための無線リソースを判定する。具体的には、下り制御信号復号部１０
４は、データ復調後の信号を復号して、無線リソースとして、ＣＡＺＡＣ番号、リソース
マッピング情報（ＲＢインデックス、ＡＲＩを含む）、巡回シフト番号、ブロック拡散符
号番号を得る。下り制御信号復号部１０４は、これらの無線リソースをＡＣＫ／ＮＡＣＫ
判定部１０５に出力する。
【００７３】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ判定部１０５は、受信した下り共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が誤りな
く受信できたか否かを判定し、ＰＤＳＣＨが誤りなく受信できていればＡＣＫ、誤りが検
出されればＮＡＣＫ、ＰＤＳＣＨが検出されなければＤＴＸの各状態を判定結果（ＡＣＫ
／ＮＡＣＫビット系列）としてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号符号化部１０６に出力する。無線基
地局装置２０との通信に複数ＣＣが割り当てられている場合は、ＣＣ毎にＰＤＳＣＨが誤
りなく受信できたか否かを判定する。
【００７４】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号符号化部１０６は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ判定部１０５による判定結
果（ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット系列）を、予め定められた符号化テーブルに基づいて符号化
する。そして、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号符号化部１０６は、符号化したＡＣＫ／ＮＡＣＫビ
ット系列を送信部のチャネル符号化部１００２又はチャネル符号化部１３０１に出力する
。
【００７５】
　図８は、本実施の形態に係る無線基地局装置２０の概略構成を示す図である。なお、図
８は、上述した第１の態様に係る制御情報検出方法が適用される無線基地局装置２０の構
成を示している。図８に示す無線基地局装置２０は、送信部と、受信部とを備えている。
送信部は、上りリソース割り当て情報信号生成部２０１と、他の下りリンクチャネル信号
と、上りリソース割り当て情報信号とを多重してＯＦＤＭ信号を生成するＯＦＤＭ信号生
成部２０２とを有する。ここで、他の下りリンクチャネル信号は、データ、参照信号、制
御信号などを含む。
【００７６】
　上りリソース割り当て情報信号生成部２０１は、ＣＡＺＡＣ番号、リソースマッピング
情報（ＲＢインデックス、ＡＲＩを含む）、巡回シフト番号、ブロック拡散符号番号（Ｏ
ＣＣ番号）を含む上りリソース割り当て情報信号を生成する。上りリソース割り当て情報
信号生成部２０１は、生成した上りリソース割り当て情報信号をＯＦＤＭ信号生成部２０
２に出力する。
【００７７】
　ＯＦＤＭ信号生成部２０２は、他の下りリンクチャネル信号及び上りリソース割り当て
情報信号を含む下りリンク信号をサブキャリアにマッピングし、逆高速フーリエ変換（Ｉ
ＦＦＴ）し、ＣＰを付加することにより、下り送信信号を生成する。このように生成され
た下り送信信号は、下りリンクで移動端末装置１０に送信される。
【００７８】
　受信部は、受信信号からＣＰを除去するＣＰ除去部２０３と、受信信号を高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）するＦＦＴ部２０４と、ＦＦＴ後の信号をデマッピングするサブキャリア
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デマッピング部２０５と、サブキャリアデマッピング後の信号に対してブロック拡散符号
（ＯＣＣ）で逆拡散するブロック逆拡散部２０６と、逆拡散後に信号から巡回シフトを除
去して対象とするユーザの信号を分離する巡回シフト分離部２０７と、ユーザ分離後のデ
マッピング後の信号とフォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検
出するＦｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８とを有する。
【００７９】
　また、受信部は、サブキャリアデマッピング後の信号に対してブロック拡散符号（ＯＣ
Ｃ）で逆拡散するブロック逆拡散部２０９と、逆拡散後の信号とフォーマット３用のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を検出するＦｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１０と
、Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８及びＦｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１０からの
相関値に基づいて送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＤＴＸを判定するＡ／Ｎ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
）・ＤＴＸ判定部２１１とを有する。なお、受信部の機能ブロックにはユーザデータ（Ｐ
ＵＳＣＨ）を受信する処理ブロックが図示されていないが、ユーザデータ（ＰＵＳＣＨ）
は図示しないデータ復調部及びデータ復号部により復調され、復号される。
【００８０】
　ＣＰ除去部２０３は、ＣＰに相当する部分を除去して有効な信号部分を抽出する。ＣＰ
除去部２０３は、ＣＰ除去後の信号をＦＦＴ部２０４に出力する。ＦＦＴ部２０４は、受
信信号をＦＦＴして周波数領域の信号に変換する。ＦＦＴ部２０４は、ＦＦＴ後の信号を
サブキャリアデマッピング部２０５に出力する。サブキャリアデマッピング部２０５は、
リソースマッピング情報を用いて周波数領域の信号から上り制御チャネル信号であるＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ信号を抽出する。サブキャリアデマッピング部２０５は、抽出されたＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号をブロック逆拡散部２０６、２０９へ出力する。
【００８１】
　ブロック逆拡散部２０６、２０９では、ブロック拡散、すなわち直交符号（ＯＣＣ）（
ブロック拡散符号）を用いて直交多重された受信信号を、移動端末装置で用いた直交符号
で逆拡散する。ブロック逆拡散部２０６は、逆拡散後の信号を巡回シフト分離部２０７へ
出力する。ブロック逆拡散部２０９は、逆拡散後の信号をＦｏｒｍａｔ３用相関値検出部
２１０へ出力する。巡回シフト分離部２０７は、巡回シフトを用いて直交多重された制御
信号を、巡回シフト番号を用いて分離する。移動端末装置１０からの上り制御チャネル信
号には、ユーザ毎に異なる巡回シフト量で巡回シフトが行われている。したがって、移動
端末装置１０で行われた巡回シフト量と同じ巡回シフト量だけ逆方向に巡回シフトを行う
ことにより、受信処理の対象とするユーザの制御信号を分離することができる。巡回シフ
ト分離部２０７は、ユーザ分離後の信号をＦｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８に出力す
る。
【００８２】
　Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８は、予め定められたフォーマット１用のＡＣＫ／
ＮＡＣＫ候補レプリカを用いて、ユーザ分離後の信号（受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号）との
相関を求め、最も高い相関値を検出する。より具体的には、ユーザに割り当てられた特定
のＣＣ（ＰＣＣ）におけるＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックスに関連付けられたリソースに
対応する受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、フォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリ
カとの相関値を求め、最も高い相関値を検出する。Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８
は、検出した相関値をＡ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１１に出力する。
【００８３】
　Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１０は、予め定められたフォーマット３用のＡＣＫ／
ＮＡＣＫ候補レプリカを用いて、ユーザ分離後の信号（受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号）との
相関を求め、最も高い相関値を検出する。より具体的には、ＳＣＣにおけるＰＤＣＣＨの
ＡＲＩで指定されたリソースに対する受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と、フォーマット３用の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとの相関値を求め、最も高い相関値を検出する。Ｆｏｒｍ
ａｔ３用相関値検出部２１０は、検出した相関値をＡ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１１に出力す
る。
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【００８４】
　Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１１は、Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８、Ｆｏｒｍａｔ
３用相関値検出部２１０から出力された相関値を比較して、最も高い相関値を特定する。
そして、この相関値と、予め定められたＤＴＸ判定用閾値とを比較して、ＤＴＸ又は送信
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを判定する。より具体的には、Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１１は、最も高
い相関値がＤＴＸ判定用閾値より小さい場合にはＤＴＸと判定する。一方、最も高い相関
値がＤＴＸ判定用閾値より大きい場合には最も高い相関値の算出に利用されたＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ候補レプリカを送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫとして判定する。Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１
１は、判定したＤＴＸ又は送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫをＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報として出力する
。
【００８５】
　図８に示す無線基地局装置２０において、サブキャリアデマッピング部２０５で抽出さ
れたＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、並行してブロック逆拡散部２０６、２０９で逆拡散される
。ブロック逆拡散部２０６で逆拡散された信号は、巡回シフト分離部２０７でユーザ毎の
信号に分離された後、Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８に出力される。一方、ブロッ
ク逆拡散部２０９で逆拡散された信号は、Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１０に出力さ
れる。Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８、Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１０では
、受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と最も相関が高い相関値が検出され、Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部
２１１に出力される。Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１１では、これらの相関値に基づいて、Ｄ
ＴＸ又は送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫが判定され、その判定結果がＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報として
出力される。
【００８６】
　このように本実施の形態に係る無線基地局装置２０（第１の態様に係る制御情報検出方
法が適用される無線基地局装置２０）においては、上りリンクで受信した受信ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号から、予め定めたフォーマット１及びフォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候
補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出できる
ので、複数のＣＣで構成されるシステム帯域で無線通信を行う場合においても、複数のＣ
Ｃで送信されたＰＤＳＣＨに対するフィードバック制御情報を効率的に検出することが可
能となる。
【００８７】
　図９は、本実施の形態に係る無線基地局装置２０の概略構成を示す図である。なお、図
９は、上述した第２の態様に係る制御情報検出方法が適用される無線基地局装置２０の構
成を示している。ここでは、フォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴ
Ｘ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出し、必要に応じてフォーマ
ット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する無線基地局装置２０の構成について示しいている。
【００８８】
　なお、図９に示す無線基地局装置２０において、図８に示す無線基地局装置２０と共通
する構成については、同一の符号を付与し、その説明を省略する。図９に示す無線基地局
装置２０においては、ブロック逆拡散部２１２、Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１３及
びＡ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１４を備える点において、図８に示す無線基地局装置２０と相
違する。
【００８９】
　ブロック逆拡散部２１２は、Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１４からの信号（逆拡散指示信号
）の受信を契機として、サブキャリアデマッピング部２０５からのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
を移動端末装置で用いた直交符号で逆拡散する点で、図８に示すブロック逆拡散部２０６
と相違する。
【００９０】
　Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１３は、予め定められたフォーマット３用のＡＣＫ／
ＮＡＣＫ候補レプリカを用いて、ユーザ分離後の信号（受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号）と最
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も相関が高い相関値（上述した相関値Ａ１）に加え、２番目に相関が高い相関値（上述し
た相関値Ａ２）を検出する点で、図８に示すＦｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１０と相違
する。
【００９１】
　Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１４は、フォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及
びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出し、必要に応じてフ
ォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及
び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する点で、図８に示すＡ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１１と相違
する。
【００９２】
　具体的には、Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１３から出力された最も高い相関値と、
予め定められたＤＴＸ判定用閾値とを比較してＤＴＸを判定すると共に、最も高い相関値
（上述した相関値Ａ１）と２番目に高い相関値（上述した相関値Ａ２）との差に基づいて
送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを判定する。ＤＴＸであると判定した場合、並びに、最も高い相関
値と次に高い相関値との差が所定値以下である場合には、ブロック逆拡散部２１２に対し
て逆拡散指示信号を出力する。そして、Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８から出力さ
れた最も高い相関値（上述した相関値Ｂ１）と、予め定められたＤＴＸ判定用閾値とを比
較してＤＴＸを判定すると共に、Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１３からの最も高い相
関値とＦｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８からの最も高い相関値との差に基づいて送信
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを判定する。
【００９３】
　図９に示す無線基地局装置２０において、サブキャリアデマッピング部２０５で抽出さ
れたＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、まず、ブロック逆拡散部２０９で逆拡散される。逆拡散さ
れた信号は、Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部２１３に出力される。Ｆｏｒｍａｔ３用相関
値検出部２１３では、受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と最も相関が高い相関値と、２番目に相
関が高い相関値とが検出され、Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１４に出力される。Ａ／Ｎ・ＤＴ
Ｘ判定部２１４では、これらの相関値に基づいてＤＴＸ又は送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫが判定
される。所定の場合（受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号と最も相関が高い相関値と、２番目に相
関が高い相関値との差が所定値に達していない場合等）には、逆拡散指示信号がブロック
逆拡散部２１２に出力される。これにより、サブキャリアデマッピング部２０５で抽出さ
れたＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が、ブロック逆拡散部２１２で逆拡散される。逆拡散された信
号は、巡回シフト分離部２０７でユーザ毎の信号に分離された後、Ｆｏｒｍａｔ１用相関
値検出部２０８に出力される。Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部２０８では、受信ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号と最も相関が高い相関値が検出され、Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１４に出力さ
れる。Ａ／Ｎ・ＤＴＸ判定部２１４では、この相関値に基づいて、ＤＴＸ又は送信ＡＣＫ
／ＮＡＣＫが判定され、その判定結果がＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報として出力される。
【００９４】
　このように本実施の形態に係る無線基地局装置２０（第２の態様に係る制御情報検出方
法が適用される無線基地局装置２０）においては、上りリンクで受信した受信ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号から、予め定めたフォーマット１及びフォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候
補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用いてＤＴＸ及び送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出できる
ので、複数のＣＣで構成されるシステム帯域で無線通信を行う場合においても、複数のＣ
Ｃで送信されたＰＤＳＣＨに対するフィードバック制御情報を効率的に検出することが可
能となる。特に、先行して行う一方のフォーマット用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及
びＤＴＸ判定用閾値を用いた検出処理において、送信ＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出した場合に
は、他方のフォーマット用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカ及びＤＴＸ判定用閾値を用い
た検出処理を省略できるので、無線基地局装置における演算処理量を低減することが可能
となる。
【００９５】
　本発明の範囲を逸脱しない限りにおいて、上記説明における処理部の数、処理手順につ
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いては適宜変更して実施することが可能である。また、図に示される要素の各々は機能を
示しており、各機能ブロックがハードウエアで実現されても良く、ソフトウエアで実現さ
れてもよい。その他、本発明の範囲を逸脱しないで適宜変更して実施することが可能であ
る。
【００９６】
　上記実施の形態においては、予めフォーマット１用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカと
、フォーマット３用のＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカとを用意しておき、これらのＡＣＫ
／ＮＡＣＫ候補レプリカと上りリンクで受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号との相関値を求め
、この相関値に基づいてフィードバック制御情報を判定する態様を具体例に用いて本発明
に係る制御情報検出方法について説明している。しかしながら、本発明に係る制御情報検
出方法が適用される態様については、これに限定されるものでなく適宜変更が可能である
。
【００９７】
　上述のフォーマット３に加え、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数が比較的少ない場合にフォ
ーマット１ｂの無線リソースを複数用いる方法が検討されている（以下、説明の便宜上「
チャネルセレクション」という）。このチャネルセレクションにおいては、無線基地局装
置と移動端末装置とで無線リソースの位置に関連づけたフィードバック制御情報（再送応
答信号）を定めたマッピングテーブルを共有する。
【００９８】
　本発明に係る制御情報検出方法は、このようなチャネルセレクションにも適用可能であ
る。すなわち、無線基地局装置で上述したマッピングテーブル内のフィードバック制御情
報に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫ候補レプリカを用意しておき、移動端末装置から受信した
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号との相関値を検出する。そして、検出した相関値とＤＴＸ判定用閾
値とを比較して特定のＣＣ又は複数のＣＣ毎のＰＤＳＣＨに対するフィードバック制御情
報を判定することにより、複数ＣＣで構成されるシステム帯域でチャネルセレクションを
利用して無線通信を行う場合においても、複数ＣＣで送信されたＰＤＳＣＨに対するフィ
ードバック制御情報を効率的に検出することが可能となる。
【符号の説明】
【００９９】
　１　移動通信システム
　１０　移動端末装置
　２０　無線基地局装置
　３０　コアネットワーク
　４０　セル
　１００　第１ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部
　１０１　参照信号処理部
　１０２　時間多重部
　１０３　ＯＦＤＭ信号復調部
　１０４　下り制御信号復号部
　１０５　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ判定部
　１０６　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号符号化部
　１３０　第２ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号処理部
　２０１　上りリソース割り当て情報信号生成部
　２０２　ＯＦＤＭ信号生成部
　２０３　ＣＰ除去部
　２０４　ＦＦＴ部
　２０５　サブキャリアデマッピング部
　２０６、２０９、２１２　ブロック逆拡散部
　２０７　巡回シフト分離部
　２０８　Ｆｏｒｍａｔ１用相関値検出部
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　２１０、２１３　Ｆｏｒｍａｔ３用相関値検出部
　２１１　Ａ／Ｎ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）・ＤＴＸ判定部
　１００１、１０１１　ＣＡＺＡＣ符号生成部
　１００２、１３０１　チャネル符号化部
　１００３、１３０２　データ変調部
　１００４　ブロック変調部
　１００５、１０１２　巡回シフト部
　１００６、１０１３、１３０４　ブロック拡散部
　１００７、１０１４、１３０５　サブキャリアマッピング部
　１００８、１０１５、１３０６　ＩＦＦＴ部
　１００９、１０１６、１３０７　ＣＰ付与部
　１３０３　ＤＦＴ部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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